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いつも京都⽂学レジデンシーを応援くださりありがとうございます。 
第 3 回レジデンシーのご報告をお届けします。  

 E-MAIL: kyotowritersresidency@gmail.com / WEBSITE: kyotowriters.org  
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なにせ、10名である。2023年は 5名の作家・詩⼈・翻訳家が参加し
たわけだから、その 2倍のレジデントが⼀堂に会したとなると、それ
はそれは壮観だった。滞在先の近くにあるお寺に散歩に⾏った話か
ら、フィリピン名物の乗合タクシーの内装の話まで、出てくる話の多
彩さも実に愉快だった（それをよどみなく通訳してくれた吉⽥さんに
は感嘆と感謝の念しかない）。司会の僕は質問を 3つ⽤意していった
のだが、2 つ⽬を終えたところで、すでに時間は 30 分オーバーして
しまい、訊けずじまいのことがあった。そのひと⽉後、今回のレジデ
ントであるパオロ・ティアウサスとインドネシアの詩⼈ノーマン・エ
リクソン・パサリブのトークイベントの司会を務め、今回こそはその
質問をしてみようと意気込んで⾏ったのだが、ふたたび時間オーバー
になり……。「⾔葉はどこから⽣まれて、どこに向かうのか？」この
問いは、どこにも⾏き場がないまま宙吊りになっている。（藤井） 
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朗読会 @京都 蔦屋書店 

オープニング・フォーラム「異物と創作」＠香老舗 松栄堂・薫習館 
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２０１８年にアイオワのレジデンシー（IWP）を共
に過ごしたオーシュラが京都レジデンシーに来ると
知り、滝⼝が永⽅さんに「東京でも何かやろう」と持
ちかけたことから始まったこのイベント。永⽅さんの
IWP 同期のクリスティーナの参加や、⽇程も内容も未
定のまま会場利⽤を内諾してくれたＢ＆Ｂ、そして欧
州⽂芸フェスの協⼒もあり無事開催にこぎつけた。そ
れぞれのアイオワの思い出、各地のレジデンシーでの
経験が和やかに語られる⼀⽅、ポーランドとリトアニ
アそれぞれの詩や⽂学をめぐる歴史や現況について
の話もあり、また永⽅さんからは⽇本やアジア諸国と
の対⽐的な話題も⽰された。進⾏役の滝⼝の適当さも
あって予定時間を⼤幅に超えたが話は尽きず、参加者
にもそれぞれの⽂学にかける意志や真摯な姿勢が伝
わる⼀夜になったと思う。（⼩説家・滝⼝悠⽣） 

熱触療法と 7カ国語のカルテ�
 
 
 
 
 
 
 

10⽉ 20⽇ Collabo Earth LE9で、今宿未悠さんは
参加作家たちと共に「熱触療法」を実施した。報告者
が開催場所を訪れたとき、オーシュラ・カジリューナ
イテさんと今宿さんの 1 対 1 のリハビリテーション
が⾏われ、先に体験したポリー・バートンさんはその
様⼦を観察していた。⾳声案内に従い、⼆⼈は前準備
として問診票の読み合いと⽩⾐の着⽤、激しい呼吸
運動を⾏う。そして本番、⼆⼈はパラフィンバスの傍
に座り「あなたの⼿と、隣にいるあなたの⼿を握り合
わせてください」という⾳声とともに⼿を握り合い、
熱せられたパラフィンに⼿を出し⼊れさせる。約 8
分後、握り合せた⼿を覆う分厚く⽩いパラフィンを
冷やし固め、形を崩さないようステンレスバッドの
上に載せると同時に熱触療法は終了する。 
作家たちは熱触療法で体験・観察した記憶をたど
り、それぞれの⾔語で⾝体感覚にまつわる⽂章を綴
った。⾝体と向き合った作家たちの作品は、今宿さん
によって⼀冊の本に編まれ、各々の創跡が触れ合う
ことになる。（⽯⽥） 
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アイオワ国際創作プログラム（IWP）とのコラボレーションが実現し

たのは 10 月 18 日、京都文学レジデンシーも終盤に差し掛かった頃だ

った。京都は朝の９時。KWR03 の参加作家 9 名が、夜 7 時のアイオ

ワとの繋がりを求めて、京都市にある北の果ての大学に集まってくれた。

教室に入ると、初めましての顔が 3 名。立命館大学の学部生も朗読しに

やってきてくれたのだ。京都組にアイオワ組、さらには過去の IWP 参加

メンバーも加わり、リレー形式でマイクを繋いだオンライン朗読会は、

京都会場でもアイオワ同様、大きな盛り上がりを見せた。もちろん全員

がその場にいる朗読会の方が良いには決まっているけれど、zoom を開

けばリアルタイムで世界の朗読が聴ける、なんていうのもなかなか悪く

ない。遠いような近いような、画面越しという状況が作り出す不思議な

感覚の中、みんなが一斉に耳を傾けていたあのとき、間違いなく私たち

は同じ時間を過ごしていたのだから。（杉本） 
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懐かしの IWP 参加者の顔あり、観衆とのセッションあり、憧れの作家

の朗読あり……と、アイオワの国際創作プログラム（IWP）と京都文学

レジデンシーのコラボイベントは、アイオワ側の会場では熱狂のうちに

幕を閉じた。会場には IWP 参加作家、関係者、学生、一般市民などあわ

せて、60 名以上が会場に押しかけて、コラボレーション朗読を愉しん

だ。アイオワ側からの朗読参加者は有志を募り、８か国９名の詩人・作

家が朗読に参加してくれた。IWP のディレクターであるクリストファー・

メリルも、詩人として登壇するというサプライズもあった。京都文学レ

ジデンシーが、伝統ある IWP との懸け橋となり、世界文学と日本文学を

つないだ瞬間だった。（澤西） 
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詩
に
つ
い
て
語
Ç

た
︒
ク
リ
ス
テ
∞
ナ
の
相
⽅

は
私
︒彼
⼥
の
詩
﹁The Face 

of M
y N

eighbor

﹂
に
芭
蕉
の

句
を
掛
け
合
わ
せ
て
﹁
隣
は

何
を
す
る
⼈
ぞ
﹂と
題
し
て
︑

⾃
⼰
と
他
者
を
テ
#
マ
に
互

い
の
詩
を
読
み
合
Ç
た
の
だ

が
︑
圧
巻
は
ク
リ
ス
テ
∞
ナ

の
詩
﹁Spirit of the H

eart

﹂

に
合
わ
せ
て
︑
千
葉
広
樹
が

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
電
⼦
⾳
楽

の
曲
を
演
奏
し
︑
遊
舞
舎
の

優
⼦
と
慶
⼦
が
舞
踏
を
舞
う

即
興
競
演
︒
イ
ベ
ン
ト
の
後

は
オ
#
プ
ン
マ
イ
ク
の
パ
#

テ
∞
も
開
か
れ
て
︑
⾚
坂
の

秋
の
夜
⻑
に
詩
歌
の
声
が
⾏

き

交

Ç

た

︒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

︵
四
元
︶ 

冷泉家訪問 
 

京都⽂学レジデンシー＆ヨーロッパ⽂芸フェスティバル連動企画 
「ポーランド、リトアニア、アイオワ、京都、東京」 

ヨーロッパ 
⽂芸フェスティバル 
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KWR 
× 

IWP 

朗
読
会 

 
テ
#
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し
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︒
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⽂
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レ
ジ
デ
ン
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#
か
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ア

ニ
ア
の
作
家
オ
#
シ
˝
ラ
・
ガ
ジ
リ

˝
#
ナ
イ
テ
⽒
と
ポ
#
ラ
ン
ド
の
詩

⼈
ク
リ
ス
テ
∞
ナ
・
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス

カ
⽒
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し
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︒
オ
#
シ
˝
ラ
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⾃
⾝
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Ç
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画
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W

hich G
row

s in M
y Sky

﹂
を
上
映

し
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翻
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⽒
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Ç
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⽅
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﹂
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﹁
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⼈
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︑
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︑
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∞
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に
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︑
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葉

広
樹
が
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
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電
⼦
⾳
楽

の
曲
を
演
奏
し
︑
遊
舞
舎
の
優
⼦
と

慶
⼦
が
舞
踏
を
舞
う
即
興
競
演
︒
イ

ベ
ン
ト
の
後
は
オ
#
プ
ン
マ
イ
ク
の

パ
#
テ
∞
も
開
か
れ
て
︑
⾚
坂
の
秋

の
夜
⻑

に
詩
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の
声
が
⾏
き
交

Ç

た
︒
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︑
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⼦
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⼦
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即
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︒
イ
ベ
ン
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の
後
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オ

#
プ
ン
マ
イ
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パ
#
テ
∞
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︑
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⾏
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︒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

︵
詩
⼈
・
四
元
康
祐
︶ 

＊写真は EU MAG（駐⽇ EU代表部公
式ウェブマガジン）より拝借

https://eumag.jp/article/eujapan1124a/ 
 

https://eumag.jp/article/eujapan1124a/
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! Krystyna Dąbrowska /クリスティナ・ドンブロフスカ  
京都⽂学レジデンシーは執筆と探検、探検と執筆が素晴らしく
組み合わさったものでした。それは、蔦屋書店にある贅沢なワ
ークスペースにいるときも、寺院の庭にいるときも、あるいは
数時間の散歩の後に⽩川の⼟⼿に座って⾜を⽔に浸している
ときもそうでした。忘れられないひと⽉、叶えられた夢。⾒た
もの全て、経験したこと全て、そして仲間の作家たちの作品を
知ることのできた機会に感謝しています。帰宅は、詩や新しい
アイデアの下書きでいっぱいのノートと⼀緒です──そう、数
ヶ⽉後に向けた、何にも変えがたいインスピレーションと創作
の源と⼀緒なのです。 

レ
ジ
デ
ン
シ
&
で
の
経
験
が
私
に
と
/
て

ど
れ
ほ
ど
特
別
で
︑
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
い

る
か
を
知
/
て
ほ
し
い
︒
最
初
に
到
着
し
た

時
か
ら
︑
⽇
本
に
ま
つ
わ
る
全
て
が
違
う
﹁
異

質
﹂
な
も
の
に
感
じ
た
︵
だ
か
ら
オ
&
プ
ニ
ン

グ
フ
]
&
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
と
/
て
も
的

確
だ
/
た
と
思
う
！
︶︒
出
会
う
も
の
全
て
に

驚
き
︑
好
奇
⼼
を
そ
そ
ら
れ
た
︒
そ
れ
ら
全
て

に
浸
り
た
か
/
た
︒
再
び
思
考
を
辿
り
︑
私
の

出
会
/
た
新
し
い
も
の
全
て
が
ど
の
よ
う
に

創
作
の
ア
イ
デ
ア
を
掻
き
⽴
て
る
の
か
を
再

び
⽬
撃
で
き
る
︑
そ
ん
な
時
間
と
余
⽩
が
あ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
︑
ノ
&
ト
の
ペ
&
ジ
を

び
/
し
り
埋
め
て
い
/
た
︒
そ
し
て
︑
⽇
本
で

の
経
験
だ
け
が
⽣
み
出
し
う
る
︑
そ
ん
な
物

語
に
取
り
掛
か
り
始
め
た
︒
そ
の
こ
と
に
と

/
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
︒ 

他
の
作
家
た
ち
と
親
睦
を
深
め
る
の
も
⼤

好
き
だ
/
た
︒
と
り
わ
け
︑
同
じ
ド
&
ミ
&
の

ク
リ
ス
テ
£
&
ナ
と
と
て
も
親
し
く
な
れ
た

し
︑
も
う
す
で
に
再
会
も
果
た
し
た
と
こ
ろ
︒

ま
た
別
の
⽇
に
は
近
く
の
本
屋
で
ポ
リ
&
の

本
を
⾒
つ
け
た
︒
今
週
は
ベ
ル
リ
ン
で
オ
&

シ
∞
ラ
の
作
品
を
朗
読
す
る
ん
だ
け
ど
︑
上

⼿
く
い
く
と
い
い
な
︒
こ
う
い
/
た
繋
が
り

が
続
く
の
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と
︒
全
て
が

素
晴
ら
し
い
経
験
だ
/
た
︒ 

と
こ
ろ
で
︑
今
こ
こ
で
い
/
た
よ
う
な
こ

と
が
︑
私
の
⼤
学
の
記
事
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
か
ら
︑
も
し
よ
か
/
た
ら
チ
¬
√
ク
し

て
み
て
ね
︒ 

ま
た
⽇
本
に
︑
今
回
よ
り
も
⻑
く
滞
在
で

き
ま
す
よ
う
に
︒
そ
し
て
︑
も
し
レ
ジ
デ
ン
シ

&
の
チ
&
ム
の
誰
か
が
ベ
ル
リ
ン
に
来
る
際

は
ぜ
ひ
連
絡
く
だ
さ
い
ね
！ 

レ
ジ
デ
ン
シ
&
は
︑と
り

わ
け
芸
術
家
や
作
家
を

⽀
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

限
ら
れ
た
国
か
ら
や
B

て
き
た
⼀
作
家
の
私
に

と
B
て
︑⼈
⽣
を
変
え
る

出
来
事
だ
B
た
︒レ
ジ
デ

ン
シ
&
は
︑再
び
創
作
に

集
中
す
る
よ
う
導
い
て

く
れ
た─

─

他
の
作
家

ら
と
の
対
話
に
連
帯
︑京

都
の
⽂
化
と
歴
史
︑レ
ジ

デ
ン
シ
&
ス
タ
i
フ
の

⽀
え
︑そ
の
全
て
が
価
値

あ
る
も
の
だ
B
た
︒レ
ジ

デ
ン
シ
&
は
︑創
作
の
花

を
咲
か
せ
る
⼿
伝
い
を

し
て
く
れ
た
︒ 
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"今宿未悠 
ど
ん
な
物
語
よ
り
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
み
た
い
に
恵
ま
れ
た
環
境
、
人
々
の
中
で
、 

詩
を
書
く
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
を
深
め
て
い
け
ま
し
た
。 

世
界
と
出
会
う
こ
と
で
日
本
語
が
相
対
化
さ
れ
、
そ
の
形
や
音
の
特
殊
性
や
自
ら
の
愛
着
を
再
認
識
し
、 

詩
の
書
き
方
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

欧
州
で
は
こ
の
よ
う
な
文
学
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
が
当
た
り
前
に
存
在
す
る
と
の
こ
と
。 

日
本
で
も
同
様
の
環
境
が
増
え
る
こ
と
を
望
み
ま
す
！
そ
の
呼
び
水
と
し
て
の 

K
W
R
に
深
く
感
謝
し
た
い
で
す
。 

 

の
経
験
だ
け
が
⽣
み
出
し
う
る
︑
そ
ん
な
物

語
に
取
り
掛
か
り
始
め
た
︒
そ
の
こ
と
に
と

/
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
︒ 

他
の
作
家
た
ち
と
親
睦
を
深
め
る
の
も

⼤
好
き
だ
/
た
︒
と
り
わ
け
︑
同
じ
寮
の
ク

リ
ス
テ
£
&
ナ
と
と
て
も
親
し
く
な
れ
た

し
︑
も
う
す
で
に
再
会
も
果
た
し
た
と
こ

ろ
︒
ま
た
別
の
⽇
に
は
近
く
の
本
屋
で
ポ
リ

&
の
本
を
⾒
つ
け
た
︒
今
週
は
ベ
ル
リ
ン
で

オ
&
シ
∞
ラ
の
作
品
を
朗
読
す
る
ん
だ
け

ど
︑
上
⼿
く
い
く
と
い
い
な
︒
こ
う
い
/
た

繋
が
り
が
続
く
の
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と
︒

全
て
が
素
晴
ら
し
い
経
験
だ
/
た
︒ 

 

!" Clare Wigfall/クレア・ウィグフォール 

# Amber Adams /アンバー・アダムズ 
このレジデンシーは素晴らしく奥深いものでし
た。他の作家たちとの繋がり、そして京都の不思
議を探求する⾃由が、私を、私の創作を変えてく
れました。レジデンシーの他のメンバーは、⼗⼈
⼗⾊で⾯⽩かった、そしてプログラムは私の執
筆を⼤いに⽀え、京都、東京の⽂学コミュニティ
との密接な繋がりを提供してくれました。 

⽂
化
的
豊
か
さ
を
無
限
に
備
え
る
街
を
知
り
︑
世
界
中

の
作
家
・
詩
⼈
ら
と
繋
が
り
︑そ
し
て
⾃
分
の
プ
ロ
ジ
G

ク
ト
に
集
中
で
き
た
貴
重
な
機
会
︒
携
わ
V
て
く
れ
た

全
て
の
⼈
に
深
く
感
謝
し
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
！ 

# Paolo Tiausas/パオロ・ティアウサス 

第 3 回京都⽂学レジデンシー 
参加作家から⼀⾔ 

$ Polly 
Barton 

 

% Dario Voltolini /ダリオ・ヴォルトリーニ 
京都⽂学レジデンシーは私の初めてのレジデンシーで
あり、素晴らしく信じられないくらいに豊かな経験だっ
た。仲間の作家たちはみんなそれぞれ魅⼒に溢れた才能
あるアーティストたちだった。街は世界で最も魅惑的な
内の⼀つであり、チームは完璧だった。 
これ以上のことはないだろう。 

 

京都の美しさと豊かな⽂化に浸りな
がら、どの通り、どの庭、そしてどの
寺の中からも無限のインスピレーシ
ョンを得ました。最⾼のワークスペー
スが⼒を呼び起こしてくれたけれど、
本当の意味での⼀番は仲間の作家た
ちと共に、物語や⾒通しを共有できた
こと──彼らとの繋がりが私の⼼と
技を豊かにしてくれたのです。 

! Colleen Maria Lenihan 
/コリーン・マリア・レニハン 

 

京都に来る前は、ライティング・レジデンシーとは
何かを知リませんでした。ベルギーやフランスでの
滞在の機会を得ようと何度か試みたことはありまし
たが、なんと⽇本が私を招待してくれたのです。
KWR、恭⼦さん、WBIの皆さん、こんなに特別な冒
険を提供してくれて本当にありがとう！完璧で、本
当に優しいチームでした。 
クロージング・イベントでお話ししたように、住み
慣れた⼟地を完全に離れ、全くの異⽂化に浸ること
で、⽇常⽣活の束縛はもちろん、怠惰さや⾃信のなさ
がもたらす⾔い訳──それはいわば⾃分⾃⾝との間
に結ぶ不可解な契約──から逃れることができまし
た。そうすることで、どんなものであれ物語を⽣み出
そうと思えたのです。京都の蔦屋シェアラウンジは、
この 4 週間という濃密な時間の中で、私が⽬指して
いたことを最⾼の状態で継続する⼿助けをしてくれ
た。レジデンシーに参加したフレンドリーな作家た
ちは、互いに励まし合える、そんな仲間意識を与えて
くれました。友情の絆が、我々を分つ海を越え始めた

滞在を試みたことはありましたが、なんと⽇本に滞在の機会が得られるとは。KWR、恭⼦さん、WBIの皆さん、
こんなに特別な冒険を提供してくれて本当にありがとう！完璧で、本当に優しいチームでした。 
クロージング・イベントでお話ししたように、住み慣れた⼟地を完全に離れ、全くの異⽂化に浸ることで、⽇
常⽣活の束縛はもちろん、怠惰さや⾃信のなさがもたらす⾔い訳──それはいわば⾃分⾃⾝との間に結ぶ不可解
な契約──から逃れることができました。そうすることで、どんなものであれ物語を⽣み出そうと思えたのです。
京都の蔦屋シェアラウンジは、この 4 週間という濃密な時間の中、最⾼の状態で⽬指すものを追求する、そんな
⼿助けを、レジデンシーに参加したフレンドリーな作家たちは、互いに励まし合える、そんな仲間意識を与えて
くれました。友情の絆が、我々を分つ海を越え始めたのです。最後になりましたが、アンスティチュ・フランセ
で、翻訳者たちを前に作品を発表できたことで、⾃分が認められたことをはっきりと実感しました。この場を借
りて⼼から感謝を申し上げます。 

& Tristan Ledoux /トリスタン・ルドゥ 

ポ
リ
ー・バ
ー
ト
ン 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
KWR03 の実現に向けて、たくさんの⽅よりご⽀援を頂きました。⾹⽼舗松栄堂様、DMG森精機株式会社様、
株式会社共⽴メンテナンス様、丸善京都本店様、京都 蔦屋書店様、早稲⽥⼤学様にご⽀援を頂きました。また、
国際交流基⾦様、Arts Aid KYOTO（京都市）様、ベルギー王国フランス語共同政府国際交流振興庁様、イタリア
⽂化会館-⼤阪様、欧州連合（EU）様、リトアニア⽂化カウンシル様、クリエイティヴ・ニュージーランド With 
the support of Creative New Zealand様より、特別共催・助成を頂きました。個⼈サポーターとして中島京⼦様、⽥
中裕希様、神⽻登様、その他 1名（匿名希望）および対⾯イベントの参加者の皆様からご寄付を頂戴致しました。
実⾏委員会⼀同、⼼より御礼申し上げます。頂いたご⽀援を⼤切に活かし、100年続くレジデンシーを⽬指してい
きたいと思います。（⻄岡・澤⻄） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
22024 年度公募について  なんと今年度は昨年度より応募者 3倍増、⾔語の種類は 36⾔語と倍増しました！
（ニューズレター前号にも報告がありますのでご参照ください）そこから⽇本語作家 1 名と⽇本語以外の作家 2
名がレジデンシーフェローとして選抜され、加えて、EU加盟国の作家 1名、ASEAN加盟国の作家 1名がそれぞ
れ EUフェロー、国際交流基⾦ ASEANフェローとして選抜されました。また昨年度同様フランス語圏ベルギーで
も別途公募が実施されました。公募は本レジデンシーにとってとても⼤切なプロセスです。作家の履歴ではなく
作品を読むことで応募者の可能性を信じてこれからも参加者を選びたいと公募審査委員会では考えています。来
年度も春のはじめに公募を実施予定です。⽇本語作家の応募が諸国語勢に⽐べるとまだまだです。公式ウェブサ
イトや SNSでのお知らせに注⽬してください。（吉⽥） 

 

////////////////////////////////////// 
 
 
 
 
 
 
////////////////////////////////////// 

 

  

実
⾏
委
員
と
は
名
ば
か
り
で
︑作

品
サ
ン
プ
ル
の
翻
訳
ぐ
ら
い
で
し

か
お
役
に
⽴
て
て
い
な
い
の
で
す

が
︑
こ
の
仕
事
が
な
ん
と
い
う
か
︑

楽
し
い
ん
で
す
け
ど
︑も
ど
か
し
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
︒ぼ
く
が
担
当

す
る
の
は
主
に
短
編
⼩
説
の
抜
粋

で
す
が
︑
⾃
分
で
は
も
ち
ろ
ん
︑
作

品
全
体
を
読
ん
で
か
ら
訳
す
わ
け

で
す
︒
で
︑
去
年
訳
さ
せ
て
も
ら
g

た
ジ
j
セ
フ
m
ン
・
ロ
ウ
さ
ん
の

﹁
⼩
さ
な
世
界
﹂︑今
年
の
ク
レ
ア
・

ウ
m
グ
フ
z
{
ル
さ
ん
の﹁
ル
{
ス

と
キ
~
ト
﹂︑
こ
れ
が
ど
ち
ら
も
︑

⽑
⾊
は
違
う
け
ど
も
の
す
ご
く
い

い
作
品
だ
g
た
︒
そ
う
な
る
と
︑
ほ

ん
の
ひ
と
⼝
ぶ
ん
だ
け
切
り
取
g

て
紹
介
す
る
の
が
︑な
ん
か
も
う
罪

深
い
こ
と
に
思
え
て
く
る
︒む
ろ
ん

作
者
が
精
選
し
た
⼀
節
を
︑こ
ち
ら

も
が
ん
ば
g
て
訳
す
わ
け
で
す
が
︑

ぜ
ん
ぶ
読
ん
だ
と
き
の
圧
倒
的
な

味
わ
い
は
つ
ま
み
⾷
い
じ
£
わ
か

ら
な
い
よ
な
と…

…

そ
う
︑⼩
説
と

は
コ
{
ス
料
理
︑ソ
{
セ
{
ジ
じ
£

な
い
ん
だ
よ
と
頷
き
な
が
ら
︑消
え

た
ス
{
パ
{
の
試
⾷
コ
{
ナ
{
が

無
性
に
恋
し
く
も
な
る
の
で
し
た

︵
お
兄
さ
ん
︑
こ
れ
⾷
べ
て
g

て
︕
︶︒           

︵
森
︶ 

■主催：京都⽂学レジデンシー実⾏委員会 ■共催：⽴命館⼤学国際⾔語⽂化研究所／⿓⾕⼤学／京都芸術⼤学 ■特別共催：国際交流基⾦ ■協賛：⾹
⽼舗 松栄堂／DMG森精機株式会社／株式会社共⽴メンテナンス／丸善京都本店／京都 蔦屋書店／早稲⽥⼤学 ■助成：Arts Aid KYOTO（京都市）／ベ
ルギー王国フランス語共同政府国際交流振興庁／イタリア⽂化会館-⼤阪（特別協⼒）／欧州連合（EU）／リトアニア⽂化カウンシル／クリエイティヴ・
ニュージーランド With the support of Creative New Zealand ■後援：京都市／⼀般社団法⼈ 京都経済同友会／京都市教育委員会 ■共同プロデュース：
MUZ ART PRODUCE／CAVABOOKS 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
今年で 2 度⽬となった京都⽂学レジデンシーの選書
フェア。丸善京都本店さんは、初年度から京都⽂学レ
ジデンシーを全⼒で応援してくださっており、フェア
展開もレジ前の⽬⽴つ場所を毎年確保していただいて
います。本年は「①招聘作家による選書」と「②レジ
デンシー実⾏委員会メンバーによる選書」のふたつで
フェアを構成しました。「招聘作家による選書」で
は、ジョージ・ソーンダーズやアリス・マンローなど
⽇本でも⼈気の海外作家、そして⽇本⼈作家の作品と
して川上未映⼦や津村記久⼦など約 30 点が並びまし
た。実⾏委員による選書は「海外⽂学の⼊り⼝」をテ
ーマに「⽂庫本しばり」で構成され、カズオ・イシグ
ロ、ポール・オースター、アンソニー・ドーア、トマ
ス・ピンチョンなどなど約 40 点を選定。9⽉上旬から
約 2か⽉開催されたフェアは、例年以上に多くの⽅に
楽しんでいただけたようで、売上は昨年の倍以上だっ
たとか（丸善京都本店ご担当者さま談）。お買い上げ
いただいたお客様、そしてご協⼒いただいた丸善京都
本店さん、本当にありがとうございました。（宮迫）   
                     
 

個人様・企業様からの

寄付が レジデンシー

の大切な資金源です。 

寄付ページはこちら>>> 
 

●京都⽂学レジデンシー実⾏委員会常任委員：吉⽥恭⼦／澤⻄祐典／藤井光／河⽥学／江南亜美⼦／宮迫憲彦／森慎⼀郎 
／勝治真美／⿊⽥純⼀郎／⻄岡亜紀 ●学⽣スタッフ：⽯⽥航⼤／加藤柚⽉／杉本はなな／永⽥玲／⼭⽥絵⾥奈 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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